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い
よ
い
よ
秋
本
番
で
す
ね
。
文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、
読
書
、
さ
ら
に
食
べ
る
こ
と
な
ど
、
何

を
す
る
に
も
良
い
季
節
で
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
10
〜
11
月
の
期
間
を
文
化
財
保
護
強

調
月
間
と
銘
打
っ
て
、
江
東
区
の
歴
史
や
文

化
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
文
化
財
の
公
開
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
仕
事
や
祭
礼
か
ら
生
ま
れ
、

伝
え
ら
れ
た
民
俗
芸
能
の
公
開
、
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
た
伝
統
的
な
技
を
公
開
す
る
伝
統

工
芸
展
、
江
東
区
に
関
わ
る
歴
史
を
や
さ
し

く
紐ひ
も

解と

く
文
化
財
講
演
会
、
都
内
9
区
が
連れ
ん

携け
い

し
古
民
家
を
紹
介
す
る
文
化
財
古
民
家
め

ぐ
り
な
ど
、
内
容
は
多た

岐き

に
わ
た
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
当
区
に
は
、
区
内
で
唯
一
の
江

戸
時
代
の
古
民
家
旧
大
石
家
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
期
間
中
は
よ
り
詳
し
い
資
料
や
関
連
の

ス
タ
ン
プ
を
置
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
他

区
の
古
民
家
に
も
足
を
運
べ
ば
、
造
作
の
違

い
な
ど
も
わ
か
り
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
8
月
2
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
に
は
、

工た
く
み
の
や
か
た

匠
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も
伝
統
工

芸
作
品
、
あ
る
い
は
技
術
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

NO.

275
2016.9.28

江東区地域振興部
文化観光課文化財係

○文化財保護強調月間
歴史と文化を考えよう
・民俗芸能大会・文化財講演会
・東京9区文化財古民家めぐり
・江東区伝統工芸展

○江戸前の歴史を語ろう
史料に見る「江戸前」とは？2

○古写真の中の江東
八幡堀と八幡橋

○森下文化センター2階
「工匠館」リニューアルオープン

○区役所2階 情報ステーション
平成27年度所蔵資料の展示

文
化
財
と
の
出
会
い

平成28年度　文化財保護強調月間

広重「名所江戸百景　五百羅漢さゞ ゐ堂」
（国立国会図書館デジタルコレクション）
広重「名所江戸百景　五百羅漢さゞ ゐ堂」
（国立国会図書館デジタルコレクション）
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所
　
木
場
公
園
内
入
口
広
場

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏
師
（
川
並
）
は
、

鳶
口
一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
50
分
】

場
所
　
木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
操
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大
数
珠
を

手
繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社（
現

葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
百
姓
に
教
え

た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男
髷ま
げ
に
裁た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

「
江
東
区
の
近
代
建
築
に
つ
い
て

―
建
築
遺
構
を
中
心
に
―
」

区
内
に
は
、
明
治
以
降
に
建
て
ら
れ
た

レ
ン
ガ
造
の
歴
史
的
建
造
物
と
と
も
に
、
関

東
大
震
災
以
降
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
の
歴
史
的
建
造
物
も
あ
り
ま

す
。
街
並
み
が
移
り
変
わ
る
な
か
で
、
こ
う

し
た
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
や
意
味
に
つ
い

て
、
内
田
青
藏
氏
（
神
奈
川
大
学
教
授
、
江

東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
に
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
（
金
）

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場　

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
1
階

　
　
　

大
研
修
室
（
江
東
区
東
陽
2
︱
3
︱
6
）

定
員　

1
5
0
人
（
先
着
順
）

入
場
無
料

期
　
間　

10
月
1
日（
土
）〜
11
月
30
日（
水
）

都
内
9
区
（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・

江
東
・
杉
並
・
世
田
谷
・
練
馬
・
目
黒
）
が

参
加
し
て
、
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古
民
家

を
紹
介
し
ま
す
。
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田

区
飯
田
橋
3
︱

5
︱

1
）
1
階
で
は
、
10
月
5

日
（
水
）
〜
27
日
（
木
）
の
期
間
に
「
み
る
・

し
る
・
た
の
し
む　

古
民
家
の
保
存
と
活
用
」

と
題
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

江
東
区
内
に
は
、
江
戸
時
代
の
民
家
建
築
で

あ
る
旧
大
石
家
住
宅
が
、仙
台
堀
川
公
園
内（
南

砂
5
︱
24
地
先
）
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
開
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
休
日

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※�

旧
大
石
家
住
宅
は
、
屋
根
の
葺
替
工
事
の
た
め
、
12

月
1
日
（
木
）
〜
平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）
の
期

間
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

10
月
16
日（
日
）

会
場

　都
立
木
場
公
園

民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
講
演
会

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

小名木川

深川不動堂
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊巌寺

採茶庵跡

葛西橋通り

清澄
白河

木場

高橋のらくろード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

東京メトロ半蔵門線
深川江戸資料館深川江戸資料館

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・

ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営

地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅

前～新橋〕木場4丁目下車

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク 

2
0
1
6

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク 

2
0
1
6

「
東
京
９
区
文
化
財

        

古
民
家
め
ぐ
り
」
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本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
・
体
験

を
行
い
ま
す
（
左
日
程
表
参
照
）。
ま
た
今

回
は
、
特
集
と
し
て
江
戸
指
物
（
山
田
嘉
丙
）

を
取
り
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。

技
の
体
験
（
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
3
時

左
日
程
表
の
う

ち
、　　
　

の
技
術

で
体
験
が
で
き
ま

す
。
申
込
は
会
場
で

直
接
職
人
さ
ん
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分
●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分
●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

会場・深川江戸資料館への交通

無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
10
月
29
日（
土
）〜
11
月
3
日（
木・祝
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演公開日程表
日程 技術 保持者
10/29
（土）

庖丁製作 吉澤　操
手描友禅 和田宣明
べっ甲細工 磯貝　實
染色補正 丸田常廣
無地染 近藤良治

10/30
（日）

建具 友國三郎
江戸指物 山田一彦
刀剣研磨 臼木良彦
相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓
あめ細工 青木　喜
江戸切子 小林淑郎
すだれ製作 豊田　勇
木彫刻 渡邉美憲

10/31
（月）

帯製作 杉浦正雄
建具 友國三郎
あめ細工 青木　喜

11/1
（火）

江戸指物 山田一彦
相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓
ふすま榾・ふすま椽 鈴木延坦
あめ細工 青木　喜

11/2
（水）

刀剣研磨 臼木良彦
江戸指物 山田一彦
江戸切子 小林淑郎
あめ細工 青木　喜

11/3
（木・祝）

紋章上絵 亀山晴男

刀剣研磨 臼木良彦
江戸指物 山田一彦
表具 岩崎　晃
あめ細工 青木　喜
鍛金 佐生明義
更紗染 佐野利夫・勇二

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
   の技術は体験ができます。申込みは当日会場で。
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船
橋
浦
に
見
ら
れ
る
「
江
戸
前
」
の
範
囲

が
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
の
か
否
か
。
本
紙

2
7
3
号
で
も
取
り
上
げ
た
、
貝
ケ
澪
の
東

側
は
船
橋
浦
で
、
そ
の
西
側
が
「
江
戸
前
」

と
の
見
方
は
同
浦
の
主
張
で
、
こ
の
史
料
が

猫ね
こ

実ざ
ね

・
堀
江
の
両
村
（
千
葉
県
浦
安
市
）
と

の
争
論
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
点
を
も
考
慮

す
る
と
、
江
戸
前
の
範
囲
を
貝
ケ
澪
ま
で
広

げ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
ま

し
た
。『
江
戸
東
京
学
事
典
』
の
「
江
戸
前
」

の
項
に
は
、「
漁
師
仲
間
に
は
仲
間
内
で
の

江
戸
前
の
定
義
が
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
船
橋
浦
の
主
張
も
そ
の
ひ

と
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

船
橋
浦
の
見
方
が
漁
師
仲
間
で
一
般
的
で

あ
っ
た
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
す

が
、
別
の
史
料
に
正
徳
5
年
（
1
7
1
5
）

と
天
明
2
年
（
1
7
8
2
）
に
幕
府
裁
許
が

下く
だ

り
、
西
は
大
森
村
（
大
田
区
）
前
の
一
番

棒
杭
（
品
川
洲
崎
の
一
番
棒
杭
の
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
）、
東
は
貝
ケ
澪
ま
で
が
江
戸
前

浦
々
の
入
会
（
共
同
利
用
）
範
囲
と
定
め
ら

れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
た
史
料
と
は
、

幕
末
の
安
政
元
年
（
1
8
5
4
）
に
深
川

猟り
ょ
う
し
ま
ち

師
町
8
ケ
町
に
中
島
町
・
蛤
町
・
奥
川
町

を
加
え
た
深
川
11
ケ
町
が
南
葛
飾
郡
7
ケ
村

（
江
戸
川
区
）、
東
葛
飾
郡
2
ケ
村
（
千
葉
県

浦
安
市
）
を
相
手
取
り
、
貝か
い
ま
き
り
ょ
う

巻
漁
を
め
ぐ
っ

て
争
っ
た
一
件
の
内な
い
さ
い済

（
和
解
）
証
文
で
す

（『
品
川
区
史　

続
資
料
編
（
二
）』
所
収
）。

訴
え
た
深
川
浦
は
、
江
戸
前
と
そ
の
周
辺

で
の
当
時
の
漁
業
は
「
潟
か
た
り
ょ
う
し
ょ
く

猟
職
」（
網
類
・

長な
が
な
わ縄

・
鉤か
ぎ

職
の
総
称
）
と
「
貝
巻
猟
」
に
大

別
で
き
、
前
者
は
江
戸
内
海
諸
浦
に
よ
る
広

域
的
な
入
会
、
後
者
は
村
の
前
海
で
の
漁
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ

た
大
森
村
前
の
一
番
棒
杭
か
ら
貝
ケ
澪
ま
で

の
範
囲
は
、
江
戸
前
浦
々
の
入
会
場
で
あ
る

と
し
た
う
え
で
、
そ
の
江
戸
前
浦
々
の
働
き

場
の
う
ち
へ
、
南
・
東
葛
飾
郡
村
々
が
肥
漁

（
田
畑
の
肥
料
に
す
る
貝
採
り
）
と
称
し
て
、

中
川
澪
を
西
に
越
え
て
入
り
込
み
、
深
川
な

ど
の
沖
に
あ
る
出
洲
、
間あ

い

之の

洲す

で
貝
巻
猟
を

働
く
う
え
、
猟
具
は
籠か
ご

の
目
を
細
く
割
っ
た

竹
で
塞ふ
さ

ぎ
、
稚ち
が
い貝

ま
で
獲
る
た
め
、
貝
類
が

な
く
な
り
、
渇か
つ
め
い命

に
及
ぶ
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
深
川
浦
は
、
田
畑
の
肥
料
に
す
る
貝
猟

は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
前
の
海
面
で
行
う
も
の
で
、

両
郡
の
村
々
に
中
川
澪
の
東
側
で
漁
を
す
る

よ
う
掛か
け

合あ

っ
て
も
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず

訴
え
に
及
ん
だ
よ
う
で
す
。

こ
の
一
件
は
内
済
と
な
り
、
深
川
浦
の

主
張
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
浦

は
葛
飾
郡
の
村
が
中
川
澪
を
西
に
越
え
て
江

戸
前
浦
々
の
働
き
場
に
入
り
込
ん
だ
こ
と

を
問
題
視
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
内
済
に
あ
た
っ
て
、「
東
宇
木

（
喜
）田
村
」

（
江
戸
川
区
）
が
深
川
浦
に
差
し
出
し
た
証
文

を
、
同
村
に
差
し
戻
し
て
い
ま
す
。
そ
の
文

面
に
は
、「
中
川
澪
よ
り
東
之の

方
ニ
テ
肥
巻
漁

可い
た
す
べ
し
致
」
と
あ
り
、
今
後
は
中
川
澪
の
東
側
で

貝
猟
を
行
い
、
西
側
に
は
入
り
込
ま
な
い
こ

と
を
深
川
浦
に
約
束
し
た
よ
う
で
す
。

深
川
浦
の
主
張
を
参
考
に
検
討
す
る
と
、

①
中
川
澪
か
ら
貝
ケ
澪
の
間
は
、
各
村
々
の

貝
漁
場
で
あ
り
、
江
戸
前
浦
々
の
広
域
的
な

貝
漁
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
②
中
川
澪
の
西

側
か
ら
大
森
村
前
の
一
番
棒
杭
ま
で
は
、
江

戸
前
浦
々
が
独
占
す
る
貝
漁
場
で
あ
っ
た
こ

と
の
２
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

深
川
浦
の
「
江
戸
前
」
認
識
は
、
後
者
の
中

川
澪
西
側
ま
で
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
も
と
も
と
、
貝
ケ
澪
迄
は
、
地
元

の
村
々
の
働
き
場
で
あ
っ
た
も
の
が
、
天
明

2
年
の
幕
府
裁
許
で
江
戸
前
浦
々
の
働
き
場

と
し
て
も
公
的
に
認
め
ら
れ
た
と
理
解
で
き

ま
す
。
ち
な
み
に
、
日
本
橋
肴
問
屋
は
松
棒

杭
の
東
側
を
「
下
総
海
」
と
認
識
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
猟
師
に
よ
る
江
戸
前
の
範
囲
に

つ
い
て
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

　
前
々
号
の『
下
町
文
化
』２
７
３
号
で
紹
介
し
た「
江
戸
前
」の
続
き
で
す
。前
回
は
、江
戸

前
の
海
は一面
に
砂
洲
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、幕
府
に
よ
る
範
囲
の
問
い
に
対
し
て
文
政
２

年（
１
８
１
９
）に
日
本
橋
肴
問
屋
が
品
川
洲
崎
の一番
棒
杭
と
深
川
洲
崎
沖
の
松
棒
杭
を

見
通
し
た
線
の
内
側
と
答
え
た
こ
と
、享
保
15
年（
１
７
３
０
）の
漁
場
争
論
の
史
料
中
で
船

橋
浦（
千
葉
県
船
橋
市
）が
、貝
ケ
澪（
江
戸
川
の
澪
）の
西
側一円
を
江
戸
前
と
主
張
し
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　一般
的
に
は
、肴
問
屋
の
回
答
範
囲
が
本
来
的
な「
江
戸
前
」の
範
囲
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、船
橋
浦
の
主
張
も
興
味
深
い
た
め
、争
論
の
史
料
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
江
戸
前
の

範
囲
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

江
戸
前
の
歴
史
を
語
ろ
う

史
料
に
見
る「
江
戸
前
」と
は
？ 

２

江
戸
前
の
歴
史
を
語
ろ
う

さ
　  

す

み
お

さ
か
な

隅
田
川

江東区

深川
中
川

江戸川区

猫実･堀江

市川 船橋
江戸川

貝
ヶ
澪

落
の
澪

千葉

（東京湾）

松棒杭
澪

一番棒杭
品川

大井御林町
大森村

羽田 羽田浦
境

江戸前海漁場概念図

海岸線・図中の位置関係はあくまでも目安
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江
東
区
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
埋
め
立

て
が
行
わ
れ
て
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
開
発
に
伴
い
、
私
た
ち
が
目
に
す
る
風

景
も
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
、
そ
の
一
方
で

か
つ
て
目
に
し
た
風
景
の
中
に
は
無
く
な

り
、
記
憶
か
ら
薄
れ
消
え
去
っ
て
い
く
も
の

も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、変
化
す
る
風
景
は
、様
々

な
機
会
に
撮
ら
れ
た
写
真
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
は
町
の
歴
史
等
を
知
る
事
が

で
き
る
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
、

昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
頃
の
八
幡
堀
と
そ

こ
に
架
か
る
八
幡
橋
の
写
真
を
取
り
上
げ
、

様
々
な
視
点
か
ら
当
時
の
様
子
な
ど
を
見
る

こ
と
に
し
ま
す
。

1
．
八
幡
堀

八
幡
堀
は
、
富と
み
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う

岡
八
幡
宮
（
富
岡
1
）
の

東
側
に
あ
る
堀
で
あ
り
、
八
幡
宮
の
北
側

を
通
る
油
あ
ぶ
ら
ぼ
り堀の

支
川
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、

元げ
ん
ろ
く禄
14
年（
1
7
0
1
）に
三
十
三
間
堂（
富

岡
2
付
近
）
が
建
て
ら
れ
た
頃
に
八
幡
宮
に

附
属
す
る
堀
と
し
て
油
堀
と
共
に
造
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
元
禄
12
年
「
江
戸
大

絵
図
」
で
は
付
近
は
未
開
発
の
洲
浜
で
す
が
、

宝ほ
う
え
い永
5
年（
1
7
0
8
）に
刊
行
さ
れ
た「
分

間
江
戸
大
絵
図
」
に
は
八
幡
堀
が
描
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
①
の
写
真
に
は
、
筏
に
組
ま
れ

た
材
木
が
写
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
前
後

の
住
宅
地
図
を
確
認
し
て
み
ま
す
と
、
写
真

右
側
に
建
ち
並
ぶ
の
は
、
材
木
置
場
・
倉
庫

で
あ
っ
た
こ
と
が
当
時
の
地
図
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。
ま
た
、
川
幅
の
半
分
を
材
木
が
占

め
て
い
ま
す
が
、
船
が
運
航
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
堀
に
筏
が
浮
か

ぶ
風
景
は
、
貯
木
場
が
移
転
す
る
前
に
は
江

東
区
内
の
堀
や
川
な
ど
で
見
ら
れ
、
木
場
を

有
す
る
江
東
区
な
ら
で
は
と
い
え
ま
す
。

2
．
八
幡
橋

①
の
写
真
の
奥
に
は
、
八
幡
橋
が
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
八
幡
橋
は
明
治
11

年
（
1
8
7
8
）
に
現
在
の
中
央
区
京
橋

の
楓
も
み
じ

川
に
架
け
ら
れ
、
そ
の
後
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
に
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
東
京

で
最
も
古
い
鉄
橋
で
あ
り
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（「
下
町
文
化
№

2
6
6
」
を
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
八
幡
橋
は
戦
前
か
ら
の
形
を

残
す
橋
で
す
が
、
昭
和
30
年
頃
に
写
さ
れ
た

写
真
（
②
）
で
は
現
在
見
る
も
の
と
は
少
し

違
っ
た
姿
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
端
に
あ

る
親
柱
に
は
、
ポ
ー
ル
状
の
も
の
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
照
明
灯
の
柱
で
あ
り
、

昭
和
4
年
に
現
在
地
へ
橋
が
移
設
さ
れ
た
時

の
図
面
〔
③
「
震
災
復
興
橋
梁
図
面
9
0
1

枚
」（
江
東
区
指
定
文
化
財
）
よ
り
〕
で
確

認
さ
れ
、
上
部
に
は
照
明
が
設
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
（
③
）。
し
か
し
、

照
明
の
設
備
（
③
点
線
部
分
）
は
、
昭
和
30

年
前
後
ま
で
に
は
撤
去
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
現
在
で
は
、
照
明
灯
の
柱
も
撤
去

さ
れ
て
い
ま
す
（
④
）。
こ
れ
ら
の
写
真
・

図
面
か
ら

八
幡
橋
も

時
代
と
共

に
姿
を
変

え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

3
．
八
幡
堀
跡

最
後
に
現
在
の
様
子（
⑤
）は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
八
幡
堀
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
首
都

高
速
道
路
九
号
線
の
建
設
に
伴
い
油
堀
と
共

に
埋
め
ら
れ
、
堀
跡
は
緑
道
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
ま

し
た
。
こ

の
時
期
に

は
既
に
新

木
場
へ
の

貯
木
場
の

移
転
が
始

ま
っ
て
い

ま
し
た
。

一
方
、
堀

沿
い
に
あ
る
建
物
も
倉
庫
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
八
幡
堀
は
埋
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
緑
道
公
園
へ
整
備
さ
れ
た
時
に
試
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
貨
幣

（
寛か
ん

永え
い

通
宝
）、
陶
磁
器
や
瓦
の
破
片
な
ど
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の

八
幡
堀
を
偲し
の

ぶ
遺
物
と
も
い
え
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ
ぎ刀
俊
宏
）

八
幡
堀
と
八
幡
橋

古
写
真
の
中
の
江
東

①八幡橋

②八幡橋　両端にあるのが親柱

④八幡橋の親柱
現在の様子

⑤八幡橋　現在の様子

③
八
幡
橋
の
図
面(
親
柱
部
分)
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今
回
は
、
2
部
屋
を

使
っ
て
職
人
の
世
界
を
表

現
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
降
り
て
、
廊
下
づ

た
い
に
奥
の
部
屋
に
入
る

と
、
そ
こ
に
は
職
人
の
技

術
の
高
さ
を
示
す
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
降
り
て
す
ぐ
右
に
あ
る

部
屋
で
、
も
の
づ
く
り
に

加
え
、
木
場
や
船
大
工
の

技
を
中
心
に
紹
介
し
、
そ

の
歴
史
に
つ
い
て
も
解
説

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
は
じ
め
に

奥
の
部
屋
の
展
示
に
つ
い

て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

※
（　

）
内
は
技
術
名

伝
統
的
な
技
術
を
知
る

ま
ず
、
部
屋
の
左
側
に
あ
る
ケ
ー
ス
に
展

示
し
た
作
品
は
、
①
石
を
刻
み
込
ん
だ
道
祖

神
（
石い
し
く工
）、
木
に
細
か
い
細
工
を
施
し
た

仏
像
（
木も
く
ち
ょ
う
こ
く

彫
刻
）、
②
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス

に
さ
ま
ざ
ま
な
文も
ん
よ
う様

を
刻
ん
だ
平
皿
（
江
戸

切き
り
こ子

）、
木
で

は
な
く
石せ
っ
こ
う膏

で

作
っ
た
型
に
布

や
和
紙
を
貼
り

重
ね
、
型
抜
き

し
た
も
の
に
漆
う
る
し

を
塗
り
重
ね
た

乾か
ん
し
つ漆
の
菓
子
器
（
漆し
つ
げ
い芸
）、
③
細
か
い
ホ
ゾ

を
組
み
合
わ
せ
た
花か
げ
つ
だ
な

月
棚
（
指さ
し
も
の物
）、
等
間

隔
で
編
み
込
ん
だ
簾す
だ
れ（
簾
製
作
）、
特
徴
的

な
形
で
相
撲
に
は
欠
か
せ
な
い
相
撲
呼
出
し

裁た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴
で
す
。

つ
づ
い
て
、
正
面
に
あ
る
2
つ
の
展
示

ケ
ー
ス
と
、
右
側
の
ケ
ー
ス
左
端
に
、
合
わ

せ
て
3
着
の
着
物
を
展
示
し
ま
し
た
。
文
化

財
の
対
象

は
、
着
物
自

体
で
は
な

く
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
絵

柄
・
色
彩
で
、

い
ず
れ
も
染せ
ん

織し
ょ
くの
技
術
に

分
類
さ
れ
る

更さ
ら
さ
ぞ
め

紗
染
、
手て

描が
き
ゆ
う
ぜ
ん

友
禅
、
無む

地じ

染ぞ
め

で
す
。

④
更
紗
染
は

複
数
の
型
紙

を
用
い
て
染

め
重
ね
る
型

染
め
、
⑤
友

禅
は
糊
で
滲に
じ

み
を
防
ぐ
防

染
技
術
を
施

し
筆
を
使
っ
て
描
き
、
⑥
無
地
染
は
反た
ん
も
の物

を

ム
ラ
な
く
染
め
る
技
術
で
す
。

最
後
に
、
右
側
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、
⑦

注
文
に
応
じ
て
描
き
上
げ
る
家
紋
（
紋
章
上

絵
）、
⑧
組
子
細
工
な
ど
細
か
な
技
術
を
施

し
た
衝つ

い
た
て立

（
建た
て
ぐ具

）、
木
を
削
り
、
溝
を
組

み
合
わ
せ
た
襖ふ
す
ま（

襖ふ
す
ま
ぼ
ね榾・

襖ふ
す
ま
ぶ
ち椽

）、
寸
分
の

ズ
レ
も
な
く
貼
り
込
ん
だ
屏
風
（
表
具
）
を

展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
部
屋
の
展
示
作
品
は
以
上
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
作
る
職
人
さ

ん
の
技
術
を
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
と

い
い
ま
す
。
文
化
財
の
対
象
は
、
職
人
さ
ん

自
身
で
は
な
く
、
作
品
を
製
作
す
る
た
め
の

技
術
で
、
職
人
さ
ん
は
技
術
の
保
持
者
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
部
屋
に
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
す
べ

て
区
指
定
・
登
録
無
形
文
化
財
保
持
者
と
し

て
認
定
さ
れ
た
職
人
さ
ん
が
製
作
し
た
も
の

で
す
。
細
部
ま
で
手
の
込
ん
だ
作
品
を
通
し

て
、
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

　江
東
区
の
職
人
（
無
形
文
化
財
）
に
関
す
る
展
示
を
行
う
工
匠
館
。
展
示
の
主
役

で
あ
る
職
人
と
は
、
長
い
間
、
人
か
ら
人
に
伝
え
ら
れ
、
磨
か
れ
て
き
た
伝
統
的
な
技

を
受
け
継
ぐ
方
々
で
す
。
工
匠
館
は
、
そ
ん
な
「
職
人
の
世
界
」
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
常
設
の
展
示
施
設
で
す
。

　こ
の
た
び
、
展
示
内
容
を
一
新
し
、
職
人
の
仕
事
場
の
再
現
に
加
え
、
仕
事
場
模
型

も
併
せ
て
展
示
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ一度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
工
匠
館
」

「
工
匠
館
」

「
工
匠
館
」

た

く

み

の

や

か

た

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

左側

①

②

③

④⑤⑥

⑦

⑧

右側
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こ
ち
ら
の
展
示
室
で
は
、
職
人
の
技
と
歴

史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

江
東
区
に
残

る
伝
統
工
芸
の
技

は
、
江
東
の
歴
史

と
深
い
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。

天
正
18
年

（
1
5
9
0
）
に

江
戸
入
り
し
た
徳

川
家
康
は
、
江
戸
の
建
設
の
た
め
に
、
集
め

た
職
人
を
日
本
橋
あ
た
り
に
住
ま
わ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
江
戸
が
広
が
っ
て
い
く
な
か

で
、
深
川
や
小
名
木
川
・
大
横
川
な
ど
の
堀

沿
い
の
地
が
町
場
と
な
り
、
職
人
や
商
人
が

移
り
住
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
、
寛
永
18
年
（
1
6
4
1
）
の
大

火
に
よ
り
、
木
置
場
が
日
本
橋
か
ら
元
木
場

（
現
佐
賀
・
福
住
あ
た
り
）
に
移
り
、
木
置

場
で
働
い
て
い
た
職
人
や
、
木
材
を
用
い
る

職
人
も
一
緒
に
移
っ
て
き
た
こ
と
が
、
江
東

区
に
多
く
の
職
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理

由
で
し
た
。

「
木
場
と
職
人
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、

木
場
移
転
の
歴
史

や
、
木
場
内
の
筏

師
「
川
並
」、
材

木
を
挽
い
た
「
木

挽
」
が
用
い
た
道
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
古
写
真
や
『
木
場
名
所
図
絵
』
で
当
時

の
木
場
の
様
子
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

木
場
の
周
辺
で
は
、
材
木
を
用
い
る
木
工
・

漆
工
関
係
の
職
種
が
発
展
し
ま
し
た
。

「
漆
芸
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
漆
に
つ
い
て

の
解
説
の
ほ
か
、

漆
器
や
漆
刷
毛
を

展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
建
具
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、

建
具
見
本
（
縮
尺

十
分
の
一
）
や
組

子
細
工
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

江
東
区
内
を
縦
横
に
走
る
掘
割
を
活
用
し

た
職
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
小

名
木
川
沿
い
に
は
船
大
工
が
多
く
住
み
、
海

辺
大
工
町
と
町
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
海

辺
大
工
町
に
は
関
東
内
陸
か
ら
運
ば
れ
て
き

た
荷
物
を
扱
う
奥
川
船
問
屋
が
寛
永
の
頃

（
17
世
紀
初
め
）
に
で
き
る
な
ど
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
船

が
小
名
木
川
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

「
船
大
工
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
和
船
づ
く

り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
和
船
は

板
材
を
組
み
合
わ
せ
る
「
棚
板
つ
く
り
」
で

す
。
そ
の
た
め
棚
の
合
わ
せ
目
か
ら
水
が
浸

入
し
な
い
よ
う
に
加
工
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
船
大

工
は
板
の

合
わ
せ
目

を
ノ
コ

ギ
リ
で

す
っ
て
荒
ら
し（
す
り
合
わ
せ
）、さ
ら
に「
巻

ハ
ダ
」（
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
皮
を
加
工
し
た
も

の
）
を
打
ち
込
ん
で
防
水
加
工
を
ほ
ど
こ
し

ま
す
。「
す
り
合
わ
せ
」
は
船
大
工
の
重
要

な
技
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。
展
示
さ
れ
た
独

特
な
船
大
工
の
道
具
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
鋸
や
台
カ
ン
ナ
も
あ
わ
せ
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
15
世
紀
な
か
ば

に
発
明
さ
れ
た
道
具
で
す
。
大
鋸
に
よ
り
製

材
が
た
や
す
く
な
り
、
さ
ら
に
平
面
を
な
め

ら
か
に
す
る
仕
上
げ
道
具
と
し
て
台
カ
ン
ナ

も
発
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
木
を
選
ば
ず
に
板

材
が
生
産
さ
れ
、
大
量
に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
技
術
革
新
が
和
船
づ

く
り
の
背
景
で
あ
っ
た
の
で
す
。

＊　

＊　

＊

染
織
や
江
戸
切
子
な
ど
も
掘
割
を
活
か
し

て
発
展
し
ま
し
た
。

か
つ
て
は
堀
で
染
め

物
を
洗
い
流
す
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
切

子
職
人
は
掘
割
が
材

料
の
運
搬
に
便
利
な

た
め
に
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

「
江
戸
切
子
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
代
表
的

な
文
様
カ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
江

戸
切
子
は
、
天
保
年
間
（
1
8
3
0
〜

４
４
）
に
作
ら
れ
始
め
た
と
さ
れ
ま
す
。
明

治
に
入
り
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
カ
ッ
ト

方
法
が
導
入
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
多
彩
な

文
様
を
鋭
く
深
い
カ
ッ
ト
で
表
現
す
る
ス
タ

イ
ル
が
確
立
し
ま
し
た
。
江
戸
切
子
で
は
伝

統
的
に
色
の
な
い
透
ガ
ラ
ス
を
用
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
色
の
付
い
た
被
ガ
ラ
ス
も
さ

か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

展
示
室
の
奥

に
は
、
原
寸
大
の

仕
事
場
が
再
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
森

下
2
で
仕
事
を
し

て
い
た
唐
木
細
工

職
人
の
仕
事
場
で

す
。
唐
木
と
は
黒

檀
・
花
梨
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
産
の
硬
い
木
材

で
す
。
釘
を
使
わ
な
い
指
物
の
技
術
で
座
卓

や
棚
を
作
り
ま
す
。
こ
の
他
、
縮
尺
十
分
の

一
で
作
ら
れ
た
仕

事
場
模
型
も
展
示

し
て
い
ま
す
。
伝

統
の
技
が
発
揮
さ

れ
た
場
を
じ
っ
く

り
と
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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【
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
】（
第
4
回
）

第
32
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の

開
催
5
年
前
に
あ
た
る
7
月
に
、
日
本
専
売

公
社
（
現
J
T
）
が
昭
和
38
〜
39
年
に
発

売
し
た
「
ピ
ー
ス
」「
オ
リ
ン
ピ
ア
ス
」（
た

ば
こ
）
の
第
18
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
第

2
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
記
念
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
展
示
し
ま
し
た
。
本
資
料
は
当
時

の
社
会
状
況
を
知
る
代
表
的
な
資
料
と
言
え

ま
す
。

【
絵
葉
書
「
豊
洲
石
炭
埠
頭
」】（
第
8
回
）

東
京
中
央
卸
売
市
場
が
中
央
区
築
地
か
ら

豊
洲
に
移
転
（
開
場
）
す
る
予
定
の
た
め
、

開
場
1
年
前
に
あ
た
る
11
月
（
展
示
当
時
）

に
「
豊
洲
石
炭
埠
頭
」
の
絵
葉
書
（
昭
和
25

年
頃
東
京
都
発
行
）
を
展
示
し
ま
し
た
。
豊

洲
市
場
の
あ
る
豊
洲
6
丁
目
は
昭
和
20
年
頃

〜
41
年
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
石
炭
や
電
気
、

ガ
ス
関
係
の
埠
頭
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

市
場
や
学
校
、
劇
場
な
ど
埋
め
立
て
当
初
と

は
違
う
土
地
利
用
が
な
さ
れ
、
変
貌
著
し
い

こ
の
地
域
の
歴
史
の
一
端
を
窺
い
知
る
資
料

と
い
え
ま
す
。

【
和
菓
子
木
型
】（
第
9
回
）

展
示
資
料
は
、区
内
の
和
菓
子
店
2
店
（
白

河
2
丁
目
・
南
砂
5
丁
目
）
で
実
際
に
使
用

し
て
い
た
和
菓
子
の
木
型
で
す
。
現
在
、
木

型
を
彫
る
職
人
は
全
国
的
に
み
て
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
見
事
な
彫
り
は
美
術
的
観

点
か
ら
も
す
ば
ら
し
く
、
ま
た
、
地
域
史
の

観
点
か
ら
も
大
事
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

今
年
度
も
様
々
な
展
示
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
所
蔵
資
料
の
展
示

　当
文
化
財
係
で
は
、「
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
区
役
所
2
階
）の
ミ
ニ
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
の
歴
史
資
料
を
月
ご
と
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。展
示
品
は
区
民
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
民
俗
資
料
を
主
体
に
、
区
内
か
ら

出
土
し
た
埋
蔵
文
化
財
や
古
写
真
、
絵
葉
書
な
ど
も
交
え
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、
平
成

27
年
度
に
実
施
し
た
12
回
の
展
示（
表
参
照
）の
う
ち
、
3
回
分
に
つ
い
て
振
り
返
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

平成27年度　こうとう情報ステーション展示内訳
回 展示品 回 展示品
1 火

ひ の し

熨斗・炭火アイロン・電気アイロン　各1点 7 徳利（近世※2・近代）　各2点
2 都電・行き先表示板　1点 8 絵葉書「豊洲石炭埠頭」　1組
3 焼

やきつぎ

継を施した陶磁器※1　11点 9 和菓子木型　5点（鯛・菊2・鶴・亀）
4 東京オリンピック・パラリンピック関係たばこパッケージ　7点 10 行

あ ん か

火・ハクキンカイロ　各1点
5 蚊やり豚・蚊取り線香（パッケージ）　各1点 11 台付羽釜　1点
6 飯

めしびつ

櫃・電子炊飯器　各1点 12 統制食器※3　4点（碗3、おろし器1）
※ 1：北砂 2-1 地点出土資料　※ 2：千田遺跡出土資料（釘書き）　※ 3：No.12 遺跡（北砂 2-15）出土資料


